




























     

  

（別添１） 

 

 

令和２年度に国土交通省に事故報告があった子どもの転落事故一覧 

 

 

年月日 都道府県 事故の概要 原因等 

R2.6.8 福岡県 

マンションのベランダか

ら居住者の女児が転落し

た。（死亡） 

○組み立て式布団干しを足がかりにし

て、高さ 1.2ｍの手すりに肘をかけて下

を覗いていたところ、バランスを崩し

て下に転落したものと考えられる。 

R2.6.15 北海道 

マンションの 7階のベラ

ンダから居住者の男児が

転落した。（重傷） 

○ベランダの腰壁に取り付けられた物

干し竿を踏み台として、高さ 1.1ｍの手

すりを乗り越え、転落したものと考え

られる。 

R2.6.16 神奈川県 

マンションの８階のベラ

ンダから居住者の女児が

転落した。（死亡） 

○ベランダに置いてあった椅子によじ

登り 1.2m の手すりを乗り越え、下に転

落したものと考えられる。 

R2.6.27 神奈川県 

居住者の女児が、自宅マ

ンションのバルコニーか

ら転落した。（死亡） 

○バルコニーの手すりの高さは 1.2m で

あり、踏み台になるようなものは設置

されていなかった。 

○原因は特定できなかった。 

R2.8.11 北海道 

マンションの 8階のベラ

ンダから男児が転落し

た。（重傷） 

○ベランダの柵の下部に足をかけ柵を

登り、高さ 1.37m の柵を乗り越え、転

落したものと考えられる。 
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令和２年９月４日 

 

窓やベランダからの子どもの転落事故に御注意ください！ 

－網戸に補助錠を付ける、ベランダに台になる物を置かないなどの対策を－ 

 子どもが住居などの窓やベランダから転落し死亡する事故が多く発生しています。 

 厚生労働省「人口動態調査」、東京消防庁「救急搬送データ」及び医療機関ネッ

トワーク事業の事故情報を消費者庁で分析したところ、 

 

 

 

 

 

 

ことが分かりましたので、注意が必要です。 

 

住居などの窓やベランダから子どもが転落する事故を防止するためのポイント 

窓やベランダ周辺の環境づくり 

①  窓やベランダの手すり付近に足場になるようなものを置かないようにしま

しょう。特に、エアコンの室外機の置き場所は工夫しましょう。 

②  窓、網戸、ベランダの手すり等に劣化がないかを定期的に点検しましょう。 

③窓を閉めていても、子どもが勝手に窓を開けないよう、窓や網戸には、子ど

もの手の届かない位置に補助錠を付けましょう。換気をする際も同様です。 

 

子どもの見守り・子どもの教育 

①  子どもだけを家に残して外出しないようにしましょう。 

②  窓を開けた部屋やベランダでは子どもだけで遊ばせないようにしましょう。 

③  窓枠や出窓に座って遊んだり、窓や網戸に寄りかかったりさせないように

しましょう。 

 

子どもから一瞬たりとも目を離さないことはできず、限界があります。子ど

もの見守りと合わせて転落事故が起こらない環境づくりを行いましょう！ 

 

 
News Release 

� 窓を開けたり、ベランダに出る機会が増えたりする夏頃から転落事故

が増加 

� 子どもの中でも３～４歳の転落事故が最も多い 

� ２階からの転落でも入院が必要な中等症と診断されている事例が多い 

� 窓が開いた部屋で子どもだけで遊んでいて発生する事例が多い 


